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  (百万円未満切捨て）

１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期 62,480 △8.5 6,753 △27.5 7,396 △28.3 5,231 △29.5 

2019年３月期 68,298 0.6 9,312 △8.9 10,321 △6.1 7,421 △8.7 
 
（注）包括利益 2020年３月期 4,567 百万円 （△11.9％）   2019年３月期 5,182 百万円 （△43.0％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2020年３月期 147.32 － 5.8 7.3 10.8 

2019年３月期 207.22 － 8.5 10.2 13.6 
 
（参考）持分法投資損益 2020年３月期 589 百万円   2019年３月期 838 百万円 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期 101,755 91,460 88.6 2,581.43 

2019年３月期 102,155 90,500 87.3 2,489.00 
 
（参考）自己資本 2020年３月期 90,115 百万円   2019年３月期 89,142 百万円 

 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

2020年３月期 8,583 △6,192 △3,673 26,246 

2019年３月期 10,915 △7,370 △1,917 27,646 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

2019年３月期 － 22.50 － 22.50 45.00 1,670 21.7 1.8 

2020年３月期 － 22.50 － 22.50 45.00 1,649 30.6 1.8 

2021年３月期（予想） － － － － 0.00   0.0   

 
(注) 
１．当社は、取締役向け株式報酬制度を導入しており、配当金総額には信託口に対する配当金支払額を含んでおります。
２．2021年3月期の配当につきましては、現段階では未定としております。配当予想の開示が可能になった時点で、速や

かに公表いたします。 
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３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 

 連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症が世界規模で拡大している影響により、現段階では合理的な

業績予想の算出が困難であるため、未定としております。今後、業績への影響を慎重に見極め、合理的な予想の開示が可

能になった時点で速やかに公表いたします。 

 
 ※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規－社  （社名）－ 

除外－社  （社名）－ 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    
（注）詳細は、添付資料P.16「４．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の

変更）」をご覧ください。 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期 39,254,100 株 2019年３月期 39,254,100 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期 4,345,111 株 2019年３月期 3,439,351 株 

③  期中平均株式数 2020年３月期 35,510,226 株 2019年３月期 35,814,751 株 

(注) 

１．当社は、取締役向け株式報酬制度を導入しており、信託に残存する自社の株式は、期中平均株式数の計算にお

いて控除する自己株式に含めております。（前連結累計期間 95,693株、  当連結累計期間 90,376株） 

（参考）個別業績の概要 

１．2020年３月期の個別業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期 29,209 △8.9 1,315 △52.9 3,420 △33.3 2,617 △29.8 

2019年３月期 32,052 △1.1 2,791 △18.0 5,128 △12.4 3,729 △11.6 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期 71.29 － 

2019年３月期 100.73 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期 62,416 54,160 86.8 1,499.55 

2019年３月期 64,994 55,659 85.6 1,503.34 
 
（参考）自己資本 2020年３月期 54,160 百万円   2019年３月期 55,659 百万円 

 

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１.経営成績等の概況（5）今

後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況 

 当連結会計年度のわが国経済は、政府・日銀による経済政策や金融緩和等により個人消費、雇用情勢が底堅く推移

し、景気は全体として緩やかな回復基調にあるものの、米国の保護主義的な通商政策に基づく貿易摩擦、アジアにお

ける地政学リスクの高まり、また第４四半期以降のコロナウイルスによる世界規模の感染症等を背景に、依然として

先行き不透明な状況が続いております。

 当社グループの主要なお取引先である自動車業界につきましては、国内では前年と比較して自然災害の影響等によ

る減産や消費税増税の影響による販売不振があったことに加え、海外では北米、欧州、中国などで減産が継続する状

況となりました。

 このような需要環境のもと当社グループといたしましては、お取引先からのニーズを確実に捕捉し、日本・北米や

新興国を中心とした拡販活動を継続的に推進いたしましたが、主に国内・欧米・中国の減産影響を受け、売上高は

62,480百万円と前期比△5,818百万円（△8.5％）の減収となりました。

 一方利益面におきましては、より一層の合理化等を推進いたしましたが、減収による限界利益の減少並びに材料費

や労務費の高騰等による経費負担が増加したことにより、営業利益は6,753百万円と前期比△2,558百万円

（△27.5％）の減益、経常利益は7,396百万円と前期比△2,925百万円（△28.3％）の減益、親会社株主に帰属する当

期純利益は5,231百万円と前期比△2,190百万円（△29.5％）の減益となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（自動車関連等） 

 米国をはじめ新興国市場等にグローバル拡販を積極的に推進いたしましたが、主に国内・欧米・中国の減産影響を

受け、売上高は58,140百万円と前期比△5,761百万円（△9.0％）の減収となりました。一方利益面においては、収益

改善活動をグループ一丸となって推進いたしましたが、主に材料費や労務費の高騰等による経費負担が増加したこと

により、営業利益は7,448百万円と前期比△2,440百万円（△24.7％）の減益となりました。

 

（医療機器）

 拡販及び新商品の上市を積極的に推進いたしましたが、消費税増税に伴う保険償還価格の見直しや海外OEM先での

在庫調整等により、売上高は4,339百万円と前期比△56百万円（△1.3％）の減収となりました。一方利益面において

は、製品在庫の減少や製造固定費の増加等により、営業利益は224百万円と前期比△131百万円（△37.0％）の減益と

なりました。

 

(2）当期の財政状態の概況 

（資産）

 当連結会計年度末における流動資産は57,968百万円となり、前連結会計年度末と比較して323百万円増加しまし

た。前連結会計年度末と比較して増加した主な要因は、現金及び預金、有価証券の増加等によるものであります。固

定資産は43,787百万円となり、前連結会計年度末と比較して723百万円減少いたしました。前連結会計年度末と比較

して減少した主な要因は、建設仮勘定及び投資有価証券の減少等によるものであります。

 この結果、総資産は101,755百万円となり、前連結会計年度末と比較して400百万円減少いたしました。

（負債）

 当連結会計年度末における流動負債は7,879百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,010百万円減少いたしま

した。前連結会計年度末と比較して減少した主な要因は、未払法人税等の減少等によるものであります。固定負債は

2,415百万円となり、前連結会計年度末と比較して349百万円減少いたしました。前連結会計年度末と比較して減少し

た主な要因は、固定負債のその他の減少等によるものであります。

 この結果、負債合計は10,295百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,359百万円減少いたしました。

（純資産）

 当連結会計年度末における純資産合計は91,460百万円となり、前連結会計年度末と比較して959百万円増加となり

ました。前連結会計年度末と比較して増加した主な要因は、利益剰余金の増加等によるものであります。

 この結果、自己資本比率は88.6％（前連結会計年度末は87.3％）となりました。
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(3）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前当期純利益

7,068百万円及び減価償却費3,918百万円等の収入要因があり、有形固定資産の取得による支出3,897百万円及び法人

税等の支払額2,330百万円等の支出要因がありましたが、前連結会計年度末と比較して1,399百万円（前期末比5.1％

減）減少し、当連結会計年度末には26,246百万円となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は8,583百万円（前期比21.4％減）となりました。前連結会計年度と比較して減少し

た主な要因は、税金等調整前当期純利益の減少等によるものであります。
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は6,192百万円（前期比16.0％減）となりました。前連結会計年度と比較して減少し

た主な要因は、有形固定資産の取得による支出の減少等によるものであります。
 
 なお、営業活動により得られたキャッシュ・フローと投資活動により使用したキャッシュ・フローを合計したフリ

ー・キャッシュ・フローは2,391百万円となりました。
 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は3,673百万円（前期比91.6％増）となりました。前連結会計年度と比較して増加し

た主な要因は、自己株式の取得による支出の増加等によるものであります。

 

(4）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社グループは、最大より最良を目指す「質重視」の経営方針に基づいて収益力の向上、財務体質の強化を図って

おりますが、株主の皆様に対する利益配分につきましては、安定配当の継続をベースとしつつ、業績に裏付けられた

弾力的な利益還元を行うことを基本方針としております。

 当期の期末配当につきましては、株主の皆様への適切な利益還元を経営上の最重要政策と位置づけ、１株当たり22

円50銭にて2020年６月24日開催の定時株主総会で決議いただきました。すでに実施しております中間配当22円50銭と

合計で、１株当たり年間45円00銭となりました。

 なお、次期配当につきましては、現時点で合理的な業績予想の算定が困難であることから未定といたします。今

後、配当予想が可能となった時点で速やかに開示いたします。

 

(5）今後の見通し 

 日本経済は、政府・日銀による経済政策や金融緩和の継続は期待されるものの、個人消費の伸び悩みや設備投資に

鈍化が見られ、世界的な原材料や労務費の高騰などを背景に、依然として不透明な状況が続くものと思われます。加

えて新型コロナウイルス感染の収束が長引き、それに伴う人やモノの動き・経済活動の停滞により、生産・販売が引

き続き急激に落ち込むなど、実体経済に大きな影響が及んでおり、これまで以上に不透明な状況が続くものと予想さ

れます。自動車業界におきましては、電気自動車の台頭など新しい動きもありますが国内販売が低調なため、国内自

動車生産が大きく伸びるとは見られておりません。また海外につきましても、新型コロナウイルスの収束による一定

の回復は期待するものの、アセアンなど新興国市場では現地地場メーカーの台頭により競争もより一層厳しくなるも

のと思われます。 

 連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症が世界規模で拡大している影響により、現段階では合理

的な業績予想の算出が困難であるため、未定としております。今後、業績への影響を慎重に見極め、合理的な予想の

開示が可能になった時点で速やかに公表いたします。
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２．企業集団の状況

 当社の企業集団は、当社、子会社17社（うち国外10社）、関連会社２社で構成され、自動車関連製品の製造販売を主

な内容とし、これに関連するサービス事業活動を展開しております。 

 当社グループの事業に係わる位置付け及びセグメントとの関連は、次のとおりであります。

（自動車関連等）

 自動車関連等の主な製品は、工業用ファスナー（車の内装及び外装の結束具）及び精密ばねであり、当社が製造販

売するほか、国内においては㈱パイオラックス エイチエフエス、㈱ピーエムティー、㈱ピーエヌエス、㈱パイオラ

ックス九州、㈱ケーアンドケーが製造を担当し、主に当社経由で日産自動車㈱、他の自動車会社及び関連会社、その

他に販売しております。また、㈱ケーエッチケー販売は、当社より製品を仕入れ、国内の小口の得意先に対する販売

を担当しております。㈱パイオラックス ビジネスサービスは、当社及び国内関係会社の経理、人事、総務の業務を

担当しております。海外においては、パイオラックス コーポレーションが米国ジョージア州で自動車部品を製造

し、販売しております。英国ではパイオラックス リミテッドが英国ランカシャー州で自動車部品を製造し、販売し

ております。韓国ではパイオラックス株式会社が韓国仁川広域市で自動車部品を製造し、販売しております。タイ国

ではパイオラックス（タイランド）リミテッドがタイ国ラヨーン県で自動車部品を製造し、販売しております。中国

では東莞百楽仕汽車精密配件有限公司が中国広東省で自動車部品を製造し、販売しており、武漢百楽仕汽車精密配件

有限公司が中国湖北省で自動車部品を製造し、販売しており、上海百奥来仕貿易有限公司が中国上海市で中国におけ

る販売拠点として活動しております。インド国ではパイオラックス インディア プライベート リミテッドがイン

ド国アーンドラ・プラデーシュ州で自動車部品を製造し、販売しております。メキシコ国ではパイオラックス メキ

シカーナがメキシコ国ヌエボレオン州で自動車部品を製造しております。インドネシア共和国ではピーティー パイ

オラックス インドネシアがインドネシア共和国西ジャワ州で自動車部品を製造し、販売しております。

（医療機器）

  ㈱パイオラックス メディカル デバイスが医療に関する製品を製造し、販売しております。

 なお、当社は自動車用ボルトの大手メーカーである㈱佐賀鉄工所とグローバルな協力関係を構築することを目指し

て、包括的な業務提携契約を締結しております。
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 以上の企業集団等の状況について事業系統図を示すと次のとおりであります。
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。なお、今後の国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応をしていく方針であ

ります。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 30,484 31,424 

受取手形及び売掛金 13,096 12,346 

電子記録債権 2,071 1,785 

有価証券 1,958 2,154 

商品及び製品 4,823 4,832 

仕掛品 1,693 1,705 

原材料及び貯蔵品 1,953 1,796 

未収還付法人税等 － 218 

その他 1,602 1,740 

貸倒引当金 △40 △35 

流動資産合計 57,644 57,968 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 17,517 18,319 

減価償却累計額 △9,538 △10,121 

建物及び構築物（純額） 7,978 8,197 

機械装置及び運搬具 28,231 29,783 

減価償却累計額 △20,987 △22,444 

機械装置及び運搬具（純額） 7,243 7,339 

工具、器具及び備品 28,276 29,236 

減価償却累計額 △26,209 △27,116 

工具、器具及び備品（純額） 2,066 2,119 

土地 5,567 5,565 

リース資産 75 185 

減価償却累計額 △39 △77 

リース資産（純額） 35 107 

建設仮勘定 1,955 1,162 

有形固定資産合計 24,847 24,492 

無形固定資産    

その他 1,782 1,869 

無形固定資産合計 1,782 1,869 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※１ 16,476 ※１ 16,161 

繰延税金資産 356 344 

その他 1,048 919 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 17,881 17,425 

固定資産合計 44,511 43,787 

資産合計 102,155 101,755 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,128 3,037 

リース債務 8 72 

未払法人税等 985 289 

賞与引当金 879 861 

役員賞与引当金 2 － 

環境対策引当金 0 － 

その他 3,885 3,619 

流動負債合計 8,890 7,879 

固定負債    

リース債務 23 128 

繰延税金負債 1,793 1,899 

役員株式給付引当金 58 57 

退職給付に係る負債 234 265 

資産除去債務 56 57 

その他 598 7 

固定負債合計 2,764 2,415 

負債合計 11,654 10,295 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,960 2,960 

資本剰余金 2,888 2,888 

利益剰余金 85,590 89,206 

自己株式 △3,029 △5,003 

株主資本合計 88,410 90,052 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,233 649 

繰延ヘッジ損益 4 2 

為替換算調整勘定 △216 △316 

退職給付に係る調整累計額 △289 △273 

その他の包括利益累計額合計 731 62 

非支配株主持分 1,358 1,345 

純資産合計 90,500 91,460 

負債純資産合計 102,155 101,755 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 68,298 62,480 

売上原価 ※２,※３ 48,156 ※２,※３ 45,490 

売上総利益 20,141 16,989 

販売費及び一般管理費 ※１ 10,828 ※１ 10,235 

営業利益 9,312 6,753 

営業外収益    

受取利息 131 211 

受取配当金 74 63 

持分法による投資利益 838 589 

その他 121 184 

営業外収益合計 1,167 1,048 

営業外費用    

支払利息 0 8 

投資有価証券売却損 － 0 

固定資産廃棄損 49 75 

為替差損 86 184 

賃貸収入原価 6 6 

保険解約損 － 19 

事務所移転費用 － 38 

その他 15 72 

営業外費用合計 158 406 

経常利益 10,321 7,396 

特別損失    

減損損失 152 ※４ 327 

特別損失合計 152 327 

税金等調整前当期純利益 10,169 7,068 

法人税、住民税及び事業税 2,551 1,436 

法人税等調整額 125 335 

法人税等合計 2,677 1,772 

当期純利益 7,492 5,296 

非支配株主に帰属する当期純利益 70 64 

親会社株主に帰属する当期純利益 7,421 5,231 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

当期純利益 7,492 5,296 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △473 △471 

繰延ヘッジ損益 12 △1 

為替換算調整勘定 △1,574 △181 

持分法適用会社に対する持分相当額 △275 △73 

その他の包括利益合計 ※１ △2,309 ※１ △728 

包括利益 5,182 4,567 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 5,204 4,562 

非支配株主に係る包括利益 △22 5 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,960 2,888 79,982 △3,029 82,802 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,813   △1,813 

親会社株主に帰属す
る当期純利益     7,421   7,421 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額） 

         

当期変動額合計 － － 5,608 △0 5,608 

当期末残高 2,960 2,888 85,590 △3,029 88,410 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 1,902 △8 1,376 △321 2,948 1,402 87,154 

当期変動額              

剰余金の配当             △1,813 

親会社株主に帰属す
る当期純利益             7,421 

自己株式の取得             △0 

株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額） 

△668 12 △1,592 31 △2,216 △44 △2,261 

当期変動額合計 △668 12 △1,592 31 △2,216 △44 3,346 

当期末残高 1,233 4 △216 △289 731 1,358 90,500 
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当連結会計年度（自2019年４月１日 至2020年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,960 2,888 85,590 △3,029 88,410 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,615   △1,615 

親会社株主に帰属す
る当期純利益     5,231   5,231 

自己株式の取得       △2,000 △2,000 

株式給付信託による
自己株式の処分       26 26 

株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額） 

         

当期変動額合計 － － 3,615 △1,973 1,641 

当期末残高 2,960 2,888 89,206 △5,003 90,052 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 1,233 4 △216 △289 731 1,358 90,500 

当期変動額              

剰余金の配当             △1,615 

親会社株主に帰属す
る当期純利益             5,231 

自己株式の取得             △2,000 

株式給付信託による
自己株式の処分             26 

株主資本以外の項目
の当期変動額（純
額） 

△584 △1 △100 16 △669 △12 △682 

当期変動額合計 △584 △1 △100 16 △669 △12 959 

当期末残高 649 2 △316 △273 62 1,345 91,460 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 10,169 7,068 

減価償却費 3,900 3,918 

減損損失 152 327 

持分法による投資損益（△は益） △838 △589 

デリバティブ評価損益（△は益） △7 16 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15 25 

賞与引当金の増減額（△は減少） 11 △18 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △2 

環境対策引当金の増減額（△は減少） △0 △0 

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 29 △1 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9 △5 

受取利息及び受取配当金 △206 △275 

支払利息 0 8 

固定資産廃棄損 49 75 

売上債権の増減額（△は増加） 738 927 

たな卸資産の増減額（△は増加） △794 105 

仕入債務の増減額（△は減少） △233 △91 

その他 223 △901 

小計 13,213 10,589 

利息及び配当金の受取額 260 333 

利息の支払額 △0 △8 

法人税等の支払額 △2,557 △2,330 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,915 8,583 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,252 △1,906 

定期預金の払戻による収入 － 87 

有価証券の取得による支出 △207 △400 

有価証券の償還による収入 147 150 

有形固定資産の取得による支出 △4,991 △3,897 

有形固定資産の売却による収入 134 32 

無形固定資産の取得による支出 △750 △191 

投資有価証券の取得による支出 △505 △212 

投資有価証券の売却による収入 26 5 

その他 27 140 

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,370 △6,192 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △0 △2,000 

自己株式の処分による収入 － 26 

リース債務の返済による支出 △10 △8 

配当金の支払額 △1,874 △1,670 

非支配株主への配当金の支払額 △32 △20 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,917 △3,673 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △385 △118 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,242 △1,399 

現金及び現金同等物の期首残高 26,403 27,646 

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 27,646 ※１ 26,246 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 17社

 なお、主要な連結子会社名は「２．企業集団の状況」に記載しているため記載を省略しております。
 

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法適用の非連結子会社

該当する会社はありません。

(2）持分法適用の関連会社 2社

関連会社名

・㈱ケーアンドケー

・㈱佐賀鉄工所

㈱佐賀鉄工所については、同社の海外子会社２社に対する投資について持分法を適用して認識した損益

が連結財務諸表に与える影響が大きいため、当該２社の損益を㈱佐賀鉄工所の損益に含めて計算してお

り、持分法適用会社数は㈱佐賀鉄工所グループを１社として表示しております。
 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

 連結子会社のうち、次の９社の決算日は、12月31日であり、連結財務諸表の作成にあたっては、同決算日現

在の財務諸表を使用しておりますが、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行っております。

連結子会社名

・パイオラックス コーポレーション

・パイオラックス リミテッド

・パイオラックス株式会社

・パイオラックス（タイランド）リミテッド

・東莞百楽仕汽車精密配件有限公司

・パイオラックス メキシカーナ 

・ピーティー パイオラックス インドネシア

・武漢百楽仕汽車精密配件有限公司

・上海百奥来仕貿易有限公司
 

 
４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

時価のないもの

 主として移動平均法に基づく原価法

ロ．デリバティブ

時価法

ハ．たな卸資産

商品及び製品・原材料・仕掛品

 主として、先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定）

貯蔵品

 主として、最終仕入原価法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定）
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(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

イ．有形固定資産（リース資産を除く）

 当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。

 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

 建物及び構築物    ３～50年

 機械装置及び運搬具  ４～15年

 工具器具備品     ２～20年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）

 定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期

間に基づく定額法を採用しております。

 なお、在外連結子会社は、主として定額法によっております。

ハ．リース資産

  リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3）重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金

 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金

 当社及び国内連結子会社は、従業員に対して支給する賞与の支払に充てるため、将来の支給見込額のう

ち当連結会計年度の負担額を計上しております。

ハ．役員賞与引当金

当社及び国内連結子会社は役員賞与の支出に備えるため、当連結会計年度における支給見込額に基づき

計上しております。

ニ．環境対策引当金

当社が所有する土地の土壌汚染に関連する環境対策を目的とした支出に備えるため、今後発生すると見

込まれる金額を計上しております。

ホ．役員株式給付引当金

内規に基づく当社の取締役（監査等委員を除く）に対して信託を通じて給付する当社株式の交付に備え

るため、株式支給の見込額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法 

確定給付型の退職給付制度を設けている連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算

に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しておりま

す。

(5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。また、為替予約等の振当処理の対象となっている外貨建金銭債権債務については、当該為替予約等の

円貨額に換算しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換

算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定

及び非支配株主持分に含めております。

(6）重要なヘッジ会計の方法

イ．ヘッジ会計の方法

 為替予約について、振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を採用しております。

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象

 ヘッジ手段……為替予約

 ヘッジ対象……外貨建金銭債権債務

ハ．ヘッジ方針

 当社の内部規程である「デリバティブ管理規程」に則り、外貨建取引のうち当社に為替変動リスクが帰

属する場合は、必要に応じてそのリスクヘッジのため実需に基づき為替予約取引を行うものとしておりま

す。

(7）のれんの償却方法及び償却期間

 のれんの償却については、その個別案件ごとに判断し、合理的な年数（５年間）で、定額法により償却を

行っております。

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(9）その他の連結財務諸表作成のための重要な事項

イ．消費税等の会計処理

 税抜方式によっております。
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（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用）

 国際財務報告基準（IFRS）を適用している在外子会社において、IFRS第16号「リース」（2016年１月13日。以下 

「IFRS第16号」という。）を、当連結会計年度より適用しています。IFRS第16号の適用により、借り手のリース

は、原則としてすべてのリースについて資産及び負債を認識しています。

 なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響は軽微です。 

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りについて） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断および固定資産の減損判定等にあたり、国内外における新型コロナウイルスの

感染拡大に伴う影響について、翌連結会計年度の上期にわたって影響が続き、下期以降徐々に正常化するとの前提

に基づいて、足元の実績をもとに当初の事業計画値に反映し会計上の見積りとしております。 

 なお、将来において、これらの見積りおよび仮定とは異なる結果となる可能性があります。 

 また、国内外における新型コロナウイルスの感染拡大に伴う自動車生産の減少や操業停止等により、自動車市場

の需要環境は極めて不透明となっており、当社グループの自動車関連等事業に大きく影響を及ぼしております。こ

れに加え、各国におけるロックダウン等による外出制限により、当連結グループ会社の工場の一部が稼働休止とな

るなどの直接的な影響も生じております。 

 当該事象が翌連結会計年度以降の財政状態及び経営成績にも影響を及ぼす可能性があります。 

 

（連結貸借対照表関係）

※１．関連会社に対する主なものは、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

投資有価証券（株式）
 

14,033百万円
 

 
14,531百万円

 
 

 ２．当社は、機動的な資金調達の確保の観点から、みずほ銀行など計５金融機関とコミットメントライン契約を締結

しております。この契約に基づく連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）
 

コミットメントの総額

借入実行残高
 

 
1,000百万円

－百万円
 

 
1,500百万円

－百万円
  

差引額
 

 
1,000百万円

 

 
1,500百万円
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（連結損益計算書関係）

※１．販売費と一般管理費の主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度 

（自 2018年４月１日 
   至 2019年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2019年４月１日 

   至 2020年３月31日） 

給与 3,109百万円 3,099百万円 

荷造発送費 2,066百万円 1,809百万円 

法定福利費及び厚生費 743百万円 728百万円 

減価償却費 514百万円 514百万円 

賞与 428百万円 451百万円 

賞与引当金繰入額 281百万円 272百万円 

役員株式給付引当金繰入額 29百万円 24百万円 

退職給付費用 21百万円 20百万円 

貸倒引当金繰入額 2百万円 0百万円 

役員賞与引当金繰入額 2百万円 －百万円 

 

※２．研究開発費の総額

   一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度 

（自 2018年４月１日 
   至 2019年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2019年４月１日 

   至 2020年３月31日） 

  549百万円 601百万円 

 

※３．期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損(洗替法による戻入額

  相殺後）が売上原価に含まれております。

 

 
前連結会計年度 

（自 2018年４月１日 
   至 2019年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2019年４月１日 

   至 2020年３月31日） 

  △3百万円 △14百万円 

 

※４．減損損失 

当社グループは、当連結会計年度において以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

 

場所 用途 種類 減損損失額

インド国

 アンドラ・

 プラデシュ州

事業用資産

建物及び構築物 

機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

無形固定資産 その他

327百万円

 

 当社グループは原則として、事業用資産については管理会計上の区分を基にグルーピングを実施しており、遊休資産

については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

 当社の連結子会社でありますパイオラックス インディア プライベート リミテッドの事業用資産について、イン

ド市場における予想しえない市場環境変化に伴う得意先における生産の大幅な変動等による収益性の悪化により、帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。その内訳は建物及び構築

物107百万円、機械装置及び運搬具161百万円、工具、器具及び備品54百万円、無形固定資産 その他５百万円でありま

す。

 なお、回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、第三者による鑑定評価に基づき算定しております。
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（連結包括利益計算書関係）

※１．その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額
 

 
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 △660百万円 △669百万円

組替調整額 △18百万円 1百万円

税効果調整前 △678百万円 △668百万円

税効果額 205百万円 196百万円

その他有価証券評価差額金 △473百万円 △471百万円

繰延ヘッジ損益：    

当期発生額 18百万円 △2百万円

税効果額 △5百万円 0百万円

繰延ヘッジ損益 12百万円 △1百万円

為替換算調整勘定：    

当期発生額 △1,574百万円 △181百万円

持分法適用会社に対する持分相当額：    

当期発生額 △330百万円 △90百万円

組替調整額 55百万円 16百万円

持分法適用会社に対する持分相当額 △275百万円 △73百万円

その他の包括利益合計 △2,309百万円 △728百万円
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日） 
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式        

普通株式（注）１ 39,254,100 － － 39,254,100

合計 39,254,100 － － 39,254,100

自己株式        

普通株式（注）２ 3,439,330 21 － 3,439,351

合計 3,439,330 21 － 3,439,351

（注）１．当連結会計年度期首及び当連結会計年度末の普通株式に、信託が保有する当社株式95,693株が含まれておりま
す。

   ２．自己株式の増加の内訳は、単元未満株式の買取による増加21株であります。
 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 
    該当事項はありません。
 
３．配当に関する事項
(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

2018年６月26日
定時株主総会

普通株式 1,039 28.00 2018年３月31日 2018年６月27日

2018年11月８日
取締役会

普通株式 835 22.50 2018年９月30日 2018年12月３日

（注）１．2018年６月26日定時株主総会による配当金の総額には、信託が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含

まれております。

   ２．2018年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含

まれております。

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 835 利益剰余金 22.50 2019年３月31日 2019年６月26日

（注）2019年６月25日定時株主総会による配当金の総額には、信託が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含まれ

ております。
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当連結会計年度（自2019年４月１日 至2020年３月31日） 
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式        

普通株式（注）１ 39,254,100 － － 39,254,100

合計 39,254,100 － － 39,254,100

自己株式        

普通株式（注）２ 3,439,351 914,088 8,328 4,345,111

合計 3,439,351 914,088 8,328 4,345,111

（注）１．当連結会計年度期首の普通株式に、信託が保有する当社株式95,693株が含まれており、当連結会計年度末の普
通株式に、信託が保有する当社株式87,365株が含まれております。。

   ２．自己株式の増加の内訳は、自己株式の購入による増加914,000株、単元未満株式の買取による増加88株であり
ます。

   ３．自己株式の減少の内訳は、退任役員に対する信託が保有する当社株式からの給付による減少8,328株でありま
す。

 
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 
    該当事項はありません。
 
３．配当に関する事項
(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 835 22.50 2019年３月31日 2019年６月26日

2019年11月６日
取締役会

普通株式 835 22.50 2019年９月30日 2019年12月２日

（注）１．2019年６月25日定時株主総会による配当金の総額には、信託が保有する当社株式に対する配当金２百万円が含

まれております。

   ２．2019年11月６日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する当社株式に対する配当金１百万円が含

まれております。

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2020年６月24日
定時株主総会

普通株式 814 利益剰余金 22.50 2020年３月31日 2020年６月25日

（注）2020年６月24日定時株主総会による配当金の総額には、信託が保有する当社株式に対する配当金１百万円が含まれ

ております。
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
 

 
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
   至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日

   至 2020年３月31日）
 

現金及び預金勘定

預入期間が３ヶ月を超える定期預金

有価証券勘定

取得日から満期日までの期間が３ヶ月を超えるもの
 

 
30,484百万円

△4,638百万円

1,958百万円

△158百万円
 

 
31,424百万円

△6,577百万円

2,154百万円

△754百万円
  

現金及び現金同等物
 

 
27,646百万円

 

 
26,246百万円

   
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要
 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ
り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい
るものであります。
 当社グループは、生産・販売体制を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「自動車関連
等」及び「医療機器」の２つを報告セグメントとしております。
 「自動車関連等」は、主に自動車産業に対して、精密ばね、工業用ファスナー及び樹脂・金属を組み合
わせた小型ユニット部品等を製造・販売しております。「医療機器」は、医療機関に対して、ＩＶＲ（血
管内治療）、内視鏡治療及び整形治療機器等を製造・販売しております。

 
２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事
項」における記載と概ね同一であります。
 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
 セグメント間の内部収益及び振替高は市場価格に基づいております。
 

 

- 21 -

㈱パイオラックス（5988）　2020年３月期　決算短信



 
３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報
  前連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日） 

      （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 合計 

売上高      

外部顧客に対する売上高 63,902 4,396 68,298 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － 

計 63,902 4,396 68,298 

セグメント利益 9,888 356 10,245 

セグメント資産 93,117 4,495 97,612 

その他の項目      

減価償却費 3,691 175 3,867 

のれんの償却額 － － － 

持分法適用会社への投資額 14,033 － 14,033 

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 

5,525 84 5,609 

 
 

  当連結会計年度（自2019年４月１日  至2020年３月31日） 
      （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 合計 

売上高      

外部顧客に対する売上高 58,140 4,339 62,480 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

     

計 58,140 4,339 62,480 

セグメント利益 7,448 224 7,673 

セグメント資産 93,146 3,995 97,141 

その他の項目      

減価償却費 3,701 164 3,865 

のれんの償却額 － － － 

持分法適用会社への投資額 14,531 － 14,531 

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 

4,046 38 4,084 
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事
項） 

                                              （単位:百万円）

      利益     前連結会計年度     当連結会計年度

報告セグメント計 10,245 7,673

 全社費用（注） △949 △928

 セグメント間取引消去 23 13

 その他の調整額 △6 △4

連結財務諸表の営業利益 9,312 6,753

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 
                                              （単位:百万円）

      資産     前連結会計年度     当連結会計年度

報告セグメント計 97,612 97,141

 全社資産（注） 4,543 4,614

連結財務諸表の資産合計 102,155 101,755

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産であります。
 
                                              （単位:百万円）

 その他の項目

 報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 3,867 3,865 31 50 3,898 3,916

のれんの償却額 － － － － － －

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

5,609 4,084 92 5 5,701 4,089
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【関連情報】

前連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

  セグメント情報に同様の開示をしているため、記載を省略しております。
 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）

日本 アジア 北米 その他 合計

  中国 その他 米国 その他    

31,190 10,945 8,996 10,921 2,278 3,967 68,298

（注）１. 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

   ２. 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

   ３. 各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

      アジア…中国・タイ国・韓国等

      北 米…米国・メキシコ・カナダ

      その他…英国・フランス・スペイン等
 

(2）有形固定資産

（単位：百万円）

日本 アジア 北米 その他 合計

  中国 タイ国 その他 米国 その他    

12,640 3,257 1,623 2,678 3,731 476 438 24,847

 

３．主要な顧客ごとの情報 

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高  関連するセグメント名

日産自動車㈱ 12,201 自動車関連等

（注）日産自動車グループへの売上高を、当社が知り得る限り集約して記載しております。
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当連結会計年度（自2019年４月１日  至2020年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

  セグメント情報に同様の開示をしているため、記載を省略しております。
 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）

日本 アジア 北米 その他 合計

  中国 その他 米国 その他    

29,233 9,783 8,565 10,652 1,345 2,899 62,480

（注）１. 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

   ２. 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

   ３. 各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

      アジア…中国・タイ国・韓国等

      北 米…米国・メキシコ・カナダ

      その他…英国・フランス・スペイン等
 

(2）有形固定資産

（単位：百万円）

日本 アジア 北米 その他 合計

  中国 タイ国 その他 米国 その他    

12,789 3,123 1,660 2,297 3,762 467 390 24,492

 

３．主要な顧客ごとの情報 

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高  関連するセグメント名

日産自動車㈱ 9,454 自動車関連等

（注）日産自動車グループへの売上高を、当社が知り得る限り集約して記載しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日） 

 

        （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 全社・消去 合計 

減損損失 143 8 － 152 

 

当連結会計年度（自2019年４月１日  至2020年３月31日） 

 

        （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 全社・消去 合計 

減損損失 327 － － 327 

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日） 

      （単位：百万円） 

  自動車関連等 医療機器 全社・消去 合計 

当期償却額 － － － － 

当期末残高 － － － － 

 

当連結会計年度（自2019年４月１日  至2020年３月31日） 

      （単位：百万円） 

  自動車関連等 医療機器 全社・消去 合計 

当期償却額 － － － － 

当期末残高 － － － － 

 
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自2019年４月１日  至2020年３月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度

（自 2018年４月１日

至 2019年３月31日）

当連結会計年度

（自 2019年４月１日

至 2020年３月31日）
 

１株当たり純資産額 2,489.00円

１株当たり当期純利益金額 207.22円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
 

 
１株当たり純資産額 2,581.43円

１株当たり当期純利益金額 147.32円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
 

 （注）１．当社は、取締役向け株式報酬制度を導入しており、信託に残存する自社の株式は、「１株当たり純資産額」

の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。（前連結会計年度 95,693株、当

連結会計年度 87,365株）

       また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてお

ります。（前連結会計年度 95,693株、当連結会計年度 90,376株）

 

    ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）

当連結会計年度

（2020年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 90,500 91,460

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,358 1,345

（うち非支配株主持分） (1,358) (1,345)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 89,142 90,115

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通

株式の数（株）
35,814,749 34,908,989

 

  ３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前連結会計年度

（自 2018年４月１日

至 2019年３月31日）

当連結会計年度

（自 2019年４月１日

至 2020年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円） 7,421 5,231

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額（百万円）
7,421 5,231

期中平均株式数（株） 35,814,751 35,510,226

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（開示の省略）

リース取引、関連当事者情報、金融商品、ストック・オプション等、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引、

退職給付、企業結合等、資産除去債務、賃貸等不動産に関する注記については、決算短信における開示の必要性が大

きくないと考えられるため開示を省略しております。
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５．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当事業年度 

(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,852 13,708 

受取手形 145 130 

電子記録債権 1,772 1,496 

売掛金 ※１ 5,758 ※１ 5,335 

有価証券 1,958 2,154 

製品 1,313 1,309 

仕掛品 666 746 

原材料及び貯蔵品 360 330 

前払費用 120 162 

未収還付法人税等 － 218 

その他 2,758 2,660 

貸倒引当金 △21 △21 

流動資産合計 29,686 28,230 

固定資産    

有形固定資産    

建物 6,615 7,402 

減価償却累計額 △5,102 △5,228 

建物（純額） 1,512 2,173 

構築物 856 863 

減価償却累計額 △736 △747 

構築物（純額） 120 116 

機械及び装置 10,613 10,821 

減価償却累計額 △9,006 △9,158 

機械及び装置（純額） 1,606 1,663 

車両運搬具 33 38 

減価償却累計額 △26 △30 

車両運搬具（純額） 7 7 

工具、器具及び備品 20,386 20,892 

減価償却累計額 △19,882 △20,368 

工具、器具及び備品（純額） 504 524 

土地 4,730 4,730 

建設仮勘定 899 370 

有形固定資産合計 9,381 9,586 

無形固定資産    

借地権 44 44 

ソフトウエア 110 96 

その他 97 128 

無形固定資産合計 252 268 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当事業年度 

(2020年３月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,432 1,620 

関係会社株式 16,811 16,244 

出資金 0 0 

関係会社出資金 4,341 4,341 

従業員に対する長期貸付金 2 1 

関係会社長期貸付金 2,253 1,771 

長期前払費用 28 31 

その他 724 553 

貸倒引当金 △238 △234 

投資損失引当金 △680 － 

投資その他の資産合計 25,675 24,330 

固定資産合計 35,308 34,186 

資産合計 64,994 62,416 

負債の部    

流動負債    

買掛金 ※１ 1,591 ※１ 1,503 

未払金 881 809 

未払費用 521 492 

未払法人税等 501 16 

預り金 ※１ 4,136 ※１ 4,450 

前受収益 4 4 

賞与引当金 604 585 

環境対策引当金 0 － 

流動負債合計 8,240 7,862 

固定負債    

繰延税金負債 376 269 

役員株式給付引当金 58 57 

資産除去債務 40 41 

その他 619 24 

固定負債合計 1,094 393 

負債合計 9,335 8,255 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,960 2,960 

資本剰余金    

資本準備金 2,571 2,571 

その他資本剰余金 315 315 

資本剰余金合計 2,887 2,887 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当事業年度 

(2020年３月31日) 

利益剰余金    

利益準備金 512 512 

その他利益剰余金    

配当平均積立金 700 700 

圧縮記帳積立金 852 852 

別途積立金 43,785 46,685 

繰越利益剰余金 5,662 3,709 

利益剰余金合計 51,512 52,459 

自己株式 △2,732 △4,706 

株主資本合計 54,628 53,601 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,026 556 

繰延ヘッジ損益 4 2 

評価・換算差額等合計 1,031 559 

純資産合計 55,659 54,160 

負債純資産合計 64,994 62,416 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当事業年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 ※１ 32,052 ※１ 29,209 

売上原価    

製品期首たな卸高 1,106 1,313 

当期製品製造原価 ※１ 25,191 ※１ 23,615 

合計 26,298 24,928 

製品期末たな卸高 1,313 1,309 

製品売上原価 24,984 23,619 

売上総利益 7,068 5,589 

販売費及び一般管理費    

荷造及び発送費 1,199 1,106 

給料 1,001 1,045 

賞与引当金繰入額 194 183 

役員株式給付引当金繰入額 29 24 

減価償却費 163 158 

その他 1,688 1,755 

販売費及び一般管理費合計 4,277 4,274 

営業利益 2,791 1,315 

営業外収益    

受取利息 12 10 

有価証券利息 5 7 

受取配当金 ※１ 1,456 ※１ 1,451 

技術指導料 ※１ 759 ※１ 671 

受取賃貸料 62 52 

雑収入 104 66 

営業外収益合計 2,400 2,260 

営業外費用    

支払利息 ※１ 13 ※１ 13 

投資有価証券売却損 － 0 

固定資産廃棄損 26 5 

賃貸収入原価 18 14 

保険解約損 － 19 

事務所移転費用 － 38 

為替差損 － 26 

雑損失 4 37 

営業外費用合計 62 154 

経常利益 5,128 3,420 

特別損失    

減損損失 143 － 

関係会社株式評価損 － ※２ 237 

投資損失引当金繰入額 27 － 

特別損失合計 171 237 

税引前当期純利益 4,957 3,183 

法人税、住民税及び事業税 1,238 475 

法人税等調整額 △9 90 

法人税等合計 1,228 565 

当期純利益 3,729 2,617 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

 
資本準備
金 

その他資
本剰余金 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

 
配当平均
積立金 

圧縮記帳
積立金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 2,960 2,571 315 512 700 852 40,485 7,107 △2,732 52,773 

当期変動額                    

剰余金の配当               △1,874   △1,874 

当期純利益               3,729   3,729 

別途積立金の積立             3,300 △3,300   － 

自己株式の取得                 △0 △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                    

当期変動額合計 － － － － － － 3,300 △1,445 △0 1,854 

当期末残高 2,960 2,571 315 512 700 852 43,785 5,662 △2,732 54,628 

 

         

  評価・換算差額等 

純資産合
計  

その他有
価証券評
価差額金 

繰延ヘッ
ジ損益 

評価・換
算差額等
合計 

当期首残高 1,498 △8 1,489 54,263 

当期変動額        

剰余金の配当       △1,874 

当期純利益       3,729 

別途積立金の積立       － 

自己株式の取得       △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△471 12 △458 △458 

当期変動額合計 △471 12 △458 1,395 

当期末残高 1,026 4 1,031 55,659 
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当事業年度（自2019年４月１日 至2020年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本
合計 

 
資本準備
金 

その他資
本剰余金 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

 
配当平均
積立金 

圧縮記帳
積立金 

別途積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 2,960 2,571 315 512 700 852 43,785 5,662 △2,732 54,628 

当期変動額                    

剰余金の配当               △1,670   △1,670 

当期純利益               2,617   2,617 

別途積立金の積立             2,900 △2,900   － 

自己株式の取得                 △2,000 △2,000 

株式給付信託による自己株
式の処分                 26 26 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                    

当期変動額合計 － － － － － － 2,900 △1,952 △1,973 △1,026 

当期末残高 2,960 2,571 315 512 700 852 46,685 3,709 △4,706 53,601 

 

         

  評価・換算差額等 

純資産合
計  

その他有
価証券評
価差額金 

繰延ヘッ
ジ損益 

評価・換
算差額等
合計 

当期首残高 1,026 4 1,031 55,659 

当期変動額        

剰余金の配当       △1,670 

当期純利益       2,617 

別途積立金の積立       － 

自己株式の取得       △2,000 

株式給付信託による自己株
式の処分       26 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△470 △1 △471 △471 

当期変動額合計 △470 △1 △471 △1,498 

当期末残高 556 2 559 54,160 

 

- 33 -

㈱パイオラックス（5988）　2020年３月期　決算短信



（４）個別財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）子会社株式及び関連会社株式

 移動平均法に基づく原価法

(2）その他有価証券

 ① 時価のあるもの

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

② 時価のないもの

 移動平均法に基づく原価法
 

２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法

デリバティブ

 時価法
 

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料・仕掛品

先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品

最終仕入原価法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
 

４．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

 定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取

得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。

 なお主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物      ３年～50年

機械及び装置  ８年～15年

工具器具備品  ２年～20年

(2）無形固定資産

 定額法を採用しております。

 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間に基づく定額法を採用してお

ります。

 

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、為替予約等の振当処理の対象となっている外貨建金銭債権債務については、当該為替予約等の円貨

額に換算しております。

 

６．引当金の計上基準 

(1）貸倒引当金

 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）投資損失引当金

 子会社への投資に対する損失に備えるため、当該会社の財政状態等を勘案して、必要額を計上しておりま

す。

(3）賞与引当金

 従業員に対して支給する賞与の支払に充てるため、将来の支給見込額のうち当期の負担額を計上しており

ます。

(4）役員賞与引当金

 役員賞与の支出に備えるため、当事業年度における支給見込額に基づき計上しております。

(5）環境対策引当金

 当社が所有する土地の土壌汚染に関連する環境対策を目的とした支出に備えるため、今後発生すると見込

まれる金額を計上しております。

(6）役員株式給付引当金

 内規に基づく当社の取締役（監査等委員を除く）に対して信託を通じて給付する当社株式の交付に備える

ため、株式支給の見込額を計上しております。
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７．ヘッジ会計の方法

(1）ヘッジ会計の方法

 為替予約について、振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を採用しております。

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段………為替予約

ヘッジ対象………外貨建金銭債権債務

(3）ヘッジ方針

 当社の内部規程である「デリバティブ管理規程」に則り、外貨建取引のうち当社に為替変動リスクが帰属

する場合は、必要に応じてそのリスクヘッジのため実需に基づき為替予約取引を行うものとしております。

 

８．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理

 税抜方式によっております。
 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りについて） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断等にあたり、国内外における新型コロナウイルスの感染拡大に伴う影響につい

て、翌事業年度の上期にわたって影響が続き、下期以降徐々に正常化するとの前提に基づいて、足元の実績をもと

に当初の事業計画値に反映し会計上の見積りとしております。 

 なお、将来において、これらの見積りおよび仮定とは異なる結果となる可能性があります。 

 また、国内外における新型コロナウイルスの感染拡大に伴う自動車生産の減少や操業停止等により、自動車市場

の需要環境は極めて不透明となっており、当社の自動車関連等事業に大きく影響を及ぼしております。 

 当該事象が翌事業年度以降の財政状態及び経営成績にも影響を及ぼす可能性があります。 

 

（貸借対照表関係）

※１．関係会社項目
 関係会社に対する資産及び負債には区分掲記されたもののほか次のものがあります。

 

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）
 
流動資産
 売掛金

流動負債
 買掛金
 預り金

 

 
 

1,090百万円

 
454百万円

4,100百万円
 

 
 

1,103百万円

 
440百万円

4,440百万円
 

 
２．当社は、機動的な資金調達の確保の観点から、みずほ銀行など計５金融機関とコミットメントライン契約を
  締結しております。この契約に基づく事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）
 
コミットメントの総額
借入実行残高

 

 
1,000百万円

－百万円
 

 
1,500百万円

－百万円
  

差引額
 

 
1,000百万円

 

 
1,500百万円

 
 

（損益計算書関係）

※１．関係会社との取引に係わるものが次のとおり含まれております。
 

 
 前事業年度

（自 2018年４月１日
  至 2019年３月31日）

 当事業年度
（自 2019年４月１日

  至 2020年３月31日）
 

関係会社への売上高

関係会社からの仕入高

受取配当金

技術指導料

支払利息
 

 
5,706百万円

5,933百万円

1,382百万円

758百万円

13百万円
 

 
4,681百万円

5,464百万円

1,388百万円

670百万円

13百万円
 

 

※２．関係会社株式評価損

 当社の連結子会社であるパイオラックス インディア プライベート リミテッドの株式について、実質価額が著

しく低下したため減損処理を実施したものであります。 

 なお、投資損失引当金取崩額680百万円を相殺した純額で表示しております。 
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

普通株式（注） 2,230,270 21 － 2,230,291

合計 2,230,270 21 － 2,230,291

  （注）当事業年度末の普通株式に信託が保有する当社株式95,693株が含まれております。

     自己株式の増加の内訳は、単元未満株式の買取による増加21株であります。

 

当事業年度（自2019年４月１日 至2020年３月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式数

（株）
当事業年度増加株式数

（株）
当事業年度減少株式数

（株）
当事業年度末株式数

（株）

普通株式（注） 2,230,291 914,088 8,328 3,136,051

合計 2,230,291 914,088 8,328 3,136,051

（注）１．当事業年度期首の普通株式に、信託が保有する当社株式95,693株が含まれており、当連結会計年度末の普通株

式に、信託が保有する当社株式87,365株が含まれております。

   ２．自己株式の増加の内訳は、自己株式の購入による増加914,000株、単元未満株式の買取による増加88株であり

ます。

   ３．自己株式の減少の内訳は、退任役員に対する信託が保有する当社株式からの給付による減少8,328株でありま

す。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（開示の省略）

有価証券、税効果会計に関する注記については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため

開示を省略しております。
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６．その他

(1)役員の異動 

①代表者の異動 

 該当事項はありません。 

 

②その他役員の異動 

氏名 新役職名 現役職名

杉山 晴光 取締役 上席執行役員

増田 茂 取締役 上席執行役員

佐藤 精一 ※（退任） 常務取締役

小宮山 榮 監査等委員である取締役 －

今西 浩之 （退任） 監査等委員である取締役

※佐藤精一氏は退任後、当社顧問に就任予定です。 

 

③就任及び退任予定日 

 第104回定時株主総会後に開催する継続会終了後に就任する予定をしております。 

 

(2）生産、受注及び販売の状況 

 

①生産実績 （単位：百万円）
 

セグメントの名称
当連結会計年度

（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

前年同期比

自動車関連等 58,114 90.5％

医療機器 4,323 96.0％

合計 62,437 90.9％

 （注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②受注状況

 当社グループは受注より出荷までの期間が極めて短いため、原則として一部の確定受注や過去の販売実績等を参考

とした見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 

③販売実績 （単位：百万円）
 

セグメントの名称
当連結会計年度

（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

前年同期比

自動車関連等 58,140 91.0％

医療機器 4,339 98.7％

合計 62,480 91.5％

 （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．売上高の10％を超える主な相手先が存在しないため、「最近２連結会計年度の10％を越える主な相手先別の

販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合」の記載を省略しております。
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（3）所在地別セグメント情報

前連結会計年度（自2018年４月１日  至2019年３月31日）

 

 
日本

（百万円）

北米

（百万円）

アジア

（百万円）

その他

（百万円）

合計

（百万円）

消去

又は

全社

（百万円）

連結

（百万円）

 売上高              

(1)外部顧客に対する売上高 31,869 13,330 19,415 3,682 68,298 － 68,298 

(2)セグメント間の内部売上高 5,101 270 1,475 36 6,884 △6,884 － 

 計 36,970 13,601 20,891 3,719 75,182 △6,884 68,298 

 営業利益 4,968 1,488 2,578 442 9,478 △165 9,312 

 

当連結会計年度（自2019年４月１日  至2020年３月31日）

 

 
日本

（百万円）

北米

（百万円）

アジア

（百万円）

その他

（百万円）

合計

（百万円）

消去

又は

全社

（百万円）

連結

（百万円）

 売上高              

(1)外部顧客に対する売上高 29,844 12,078 17,882 2,674 62,480 － 62,480

(2)セグメント間の内部売上高 4,127 293 1,127 18 5,567 △5,567 －

 計 33,972 12,372 19,010 2,692 68,047 △5,567 62,480

 営業利益 3,108 1,383 2,188 213 6,893 △139 6,753
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